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「巨大ポプラ」のサレキ

安 }藤愛 、'ð~

ムiziANDO: Cutting test of the “Kyodai popura" (POlうulusSjう.)

生長がはやくパルプ材‘に過するので、ポプラ類が浩林樹種として注目されている。それらの

]) 

中でも生長のはやいものとして紹介された 「巨大ポプラ」についてサシキ試験をしてみた。

1.試験の方法

ま十予備試験として「巨大ポプラ」のナエからとった 30本のサシホについて、 ル{トン処

理したものとそのままでさしたものの比較をした。サンドコは直径 2，-......8mmの火山際をつめ

?と植木鉢で、とれ?と 250Cの温室におき毎日水をかけ売。

1週間目から芽がではじめ 10日目ごろには発根がさかんで、 2週間たって堀取ったととる、

30:，本全部が活者していた。とれ忙より{産件がよければそのままさしてもすべて活若しうるとと

がわかった。

っき、.に水分台上び湿度などが自然のままの苗畑で左のくらい活者するかしるために、ほかの

ポプラ類と薬品処現してサシキをじ売。

サシF'コは腐埴にとぼしい寓土L11の火山砂限である。サシホの母樹はいす=れも成木?、その

産地はっき、むごとくである。

I:e.l;_ポプラJ 群馬併前橋市内

ギンドロ (P.alba) 東京都北多摩郡田無町

茨城腕多賀郡i筒形村

グロヤマナラシ CP.nigra) 富士吉田市上古f1!町

茨域j係多賀郡筒形付
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サシホは 1年生の校からと D、長さ 150mとしたためにきてコてキリカヱシ左つけたりサシホ

の 2/3をうめ、サシヅグ間隔は 8x 8cmである、薬品処理は水:%ei上びアルフアーナアグリシ

さく酸の 0.01%液I'L24時間つけて:%eiいたものと、 さすとき Jレ{トンをさ P口にまぶしたもの

とである。供試本数は各種とも 144本で、 12本?と 1区とし 4回く ln:瓦L7と。

サシヅケは 4 月 15 日にJð-とたい高さ 80cm 陀ヨシズ E: かけた口さしてから 50 日告より~70 日

?とったとき、芽をだし棄がひらいたものの本教をしらペ~~ 140日目の 9月3日に全部堀とって

活着本数、新芽の([¥1畏量13'上び 1本あたりの発根箇所数をこしらベ?とo

た:%eiミキザシ告よび、ヱグザシについて長さ 1m、もとの太さ 50mのもの 70本と、長さ 50cm、

もとの太さ 20mのもの 250本をヨシズを用いす言、苗畑にさし 100日目に測定し?と。

2.測定結果

芽がでて葉がU、らい?と斗数を 6Jj 4日、 24FI ~J?: J:ひ Dn 3日にしらべ?と結果左第1表民しめす。

第 1表新芳Jの発生翠 c%)

無 蕗 主E 凡ノ { ト 三/ アノレブァーす『フタリシ

樹憧(産地〉
5-4 ()-2.f 9-3 t5 --4 () -24 9-3 6-4 6 -24 gL...3 

巨大ポプラ(前惰) 12 29 10 44 29 27 4 4 。
ギソドロ(田無) 5lj 81 4o '18 54 23 10 8 。
" o節JI列 58 71 48 Bo 49 28 10 15 ]0 

ヲロヤマナラシ(吉田) 79 87 81 75 81 60 5ド】 5:3 52 

f! (間Jm 83 75 GO 8~ì 71 70 87 73 50 

備考:数値は 4回くりかえした各区苑主率の平均値である。

6月から 9月までに発生率が相蛍j?:ちていそ。とれはサシツケ間隔がせまく、虫害:がひどか

2) 
ったととが原因と:Bもわれる。 ドロノキの活着と発育について報告されているが、さしてから

53日目でカルス形成台よび新根の諮生引いちじるしく、ド5日目には地上在日と根とが水分干街

に濯しも活着が安定するという。 9 月忙堀ll~_つ?とときの翫察陀 J A1ば、あきらか肥発根しての

ち枯れたと思われるものが栢常数みうけちれ売。サシヅグ後 50日主主主び、 70日目の 6月忙 iWJ定

し?と発生率は活者卒とさほどちがわぬ孜値と訟もわれる。
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ポプラ類の 3種とも 0.01%のアルファーナフグリンに 24時間クげたものは成績がわるかク

?とo シモニ{ドロのアルフアーナフタリン 24時間処理で、 0.025話、 0.05、0.002%(D濃度差で

3) 
は活着率の差はみとめられなか。?とと報ぜられている 。

「豆大ポプラ」はル{トン処理の成績がよかった。 3回の測定時ごとに処理による発生率の

差を検定すると、いす=れも危険率 5%で有意、差がみとめられた。

母樹の産地、サシホをとってからさすまでの明聞など依件が産地により大分ちがうにもかか

わらす字、樹種によlJ:jc;-なじ傾向がしめされた。ポプラ類を産地別にサシキして苗木をつく D

生長在比較したととろ、コぎなじ樹種むも産地により生長量はもとより、全長明もちがうといわ

れる芸、第 1表上 Dサシキにあらわれる性質は樹種によりにかよっているととがみとめられるの

誤験し?と 3種については、グロヤマナラシ、ギンドロ、 「豆大ポプラ」の)1頂に活着率はj'c)ちる

ょうである。

つぎに 9rj~ 堀取ヲてしらべた得苗卒、新芽の{中長量むよび、 1 本あたりの諮根箇所数を第 3表

にしめす。
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備考:得・苗率とは 9月に堀取ったとき苗木として取あつかえるものの供試本数に劉ずる

比率で丸り、新芽の伸長量、発根筒~数は 1 本あたりの主主{直である。

DIk.ポプラ」の Jレ{トン処理によって、~Jr芽の伸長量、発根箇}計数はそのままざし?ともの

よPすくなかクたが、との差には危決卒5%で、有意差はみとめられなかった。ほかの樹種に

づいても薬品処理に J:lJ発隈箇所の増減はみとめられない。

rlikポプラ」について長い校のまま苗畑にさし、 100目白忙測定した結果は、 ミキザシが
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'71%、ヱダサシは 26.?~のものが生育をつづけていた。とれら生育iドのもので最大は新芽の長さ

92em、もとの太さ1.4em、着葉数 32枚であった。一般にミキザシはサシキよりすぐれている

5) 

といわれているが、 「豆大ポプラ」についてもとのととがいえるようである。

苗畑での試験で全般的忙みられたが、虫害ととにドロノキハムシ(Chrrsomejaρ。ρu/i)、

ポプラハパテ(Trz'cJl'Iocanψus 1うゆali)の食害がひどかった。 ま?とポプラは 1年間D生長:51:

も長島いので、サシキにより高い得苗率をのぞむ友らぽサシツヶ間隔をひろくし虫害の防除左

考える必要があろう。

3.摘要

生長がはやくパルプ材に遡するのでポプラ類が注目されている。中でも生長がはやいものと

されている ili大ポプラ」をふやすためにサシキをしてみた。

1. 7]¥分、温度友どの(康件がよければ主主処理でも 100%の活着率がのぞめる。

2. 苗畑"を生畏ホルモン処現したととろ、 活字通:はそのままさしたものよ b、ル{トン処理の方

がよく、 0.01%のアルファーナアグリンさく酸に 24時間つけたものはわるかった。

3. ほかの樹種とくらべると、 II:tたポプラJはギンドロ、グロヤマナラシよ D活着しにくい

ょうである。

4. r豆大ポプラ」のミキザシ〈長さ 1m内外の校を用いたもの〉も好結果がえられた。

5. 苗畑ではドロノキハムシやポプラハパチなどの虫害がひどかてった。

4.文献

。中村，i左肱: r巨大ポプラ」調査報告 山脈 4C 4) 134，...._， 9. 1958. 

2) 石崎:挿床の種類とドロノキ挿木の活者並に発育扶態にジいて 日林誌. 33. 325，...._， 9. 

1951. 

日) 佐藤，高木:特府松j種の増殖に関する研究 (10)シモユ{ドロの挿木にてついて九大演報.

15. 67，__， 95. 1947. 
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4) 外山，山路，折戸;ポプルス幼苗生長 日林誌. 26. 280. 1944. 

5) 倉田;特用樹種 P.137，..._， 47. 諮林学金書 (4) 1949. 

5.あとカミ 3

前吉川侍林事務所長長田一美氏~J: てþ、治林課長林嘉久男氏より、本栖 lとあるカラマタ浩

林不成績地(昭和19年植栽) ~亡、 ポプラをうえでみたいという御相談をうけた。 との言式験は

上記の不成績地にうえる苗木を仕立てるために着手したものである。

ま式験I亡用い?とサシホ採取に御厚意左ょせられた前橋替林局の佐藤造林課長、群大の中島教授

高萩試験地の佐藤氏、東京大学の棲井氏~土びび、上吉田町の小沢氏にあっく御躍を申しあげる。

Re'sume' 

1n seceotly， aCCGl'ding to the shGrtage 0f pulp materia~s in Japan， POlうulussρρ. are noticed 

fGr the'r quickness in grc>wth and pu~p pr0ducing qua1ity. Am011g them the '1Cyedai pGpura"* 

is cal1ed attentiGn t<'.l its excellent gr0wth by pre:iI. G. NAKAJIMA (GUN1'fA UNIV.)， then 1 tried t<'.l 

its pr0pagatkm by the cutting. 

1. Ullder the fav0rab~e celnditkn， even if withcmt the treatment} the rG(';ting <'.lf the “kY0dai 

pGp訂正， caコbeexpected 100%. 

2. Under the field ccmditiGll) it was <'.lbserved that: 

a) the effectkms Gf gr(')w出 h(')r mcme trea tmen ts， the r<'.lC:)ting increased fGr the “r(¥)(')tGne"予約!t

and decreased f(¥)r the alpha-naphthalene sGdium acetate (0.01%， ~4h. treated). 

b) a cGmpariS~l1 by spec:es) it seems that the r60ting il1 the“KYC'ldai pC')pura" is ll1C'Jre di.Hicult 

than Ill the Populus albαand P. lligl'a. 

c) branch-cutlings (abelut 1m in length) showed relative gG0d resu1ts cGmpar'ng with stem 

-cuttings く15Cll1in Jength::.. 

d) the leave Gf the “KY0dai p(')pura" were biten heavily by the insects (Cll1ysomela 1りotuli，

T1'clziocamρus 1りo戸ulietc.). 

"KYGdai pGpura"来:at present， it d0es nGt distinct bel<.mg:ng in which species of Potulus， 

but s<9mebGdy thinks a variety C')f P. Davidiana. 

“f<9ot0ne"来栄:it cGntai.ns， Naphtyl acetamide and special hGrmcme ingredient く0.45%) and 

inert ingnedient (99.55%). 


